
図形の操作と 

敷き詰めの基礎
（前半）

敷き詰めの基礎（０）
■ 平面の敷き詰め(tessellation)

(1) 合同な図形を，
(2) すき間なく重なり合うことなく並べて，
(3) 平面全体を埋め尽くすこと

(1’) 通常，合同な図形は「１種類の」だが，合同図形を多種に
　しても，その条件を明示すれば考えることは可能であるし，
　実際のデザインの中には「多種の合同図形による敷き詰め」
　は多くある
(3)に関する注意：「(無限に拡がる)平面全体を」埋め尽くす
　というのが重要なので，図形をぴったり組み合わせて，
　新たな図形を作るという意味ではない
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敷き詰めの基礎
次の図形で平面を隙間なく敷き詰めることが

できるものはどれか？
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敷き詰めの基礎（１）
次の図形で平面を隙間なく敷き詰めることが

できるものはどれか？

④

敷き詰めの基礎（２）
次の図形で平面を隙間なく敷き詰めることが

できるものはどれか？

①

敷き詰めの基礎（３）

⑦ ⑧⑥⑤
等脚台形 一般の台形 一般の四角形 （辺の相等・角の大きさに

特定の条件を課さない四角形）

次の図形で平面を隙間なく敷き詰めることが
できるものはどれか？

敷き詰めの方法

1. 平行移動(ずらす)

2. 回転移動(まわす)：180°回転は「点対称」と呼
ばれ，回転として意識されにくい

3. 対称移動(折り返す)：学校数学では「線対称」
と呼ばれる。数学的には「鏡映」と呼ばれる
ことが多いが，「並進鏡映（すべり鏡映）」
として定式化した方がよいこともある。

■一般的な敷き詰めの方法：図形の動かし方


